


第 73回全九州ろうあ者大会・第 52回全九州手話通訳者研修会
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歓迎のごあいさつ

第７３回全九州ろうあ者大会
第５２回全九州手話通訳者研修会
実行委員長 西村 務

九州各県の皆様にはますますご健勝のことと、お慶び申し上げます。

第 73回全九州ろうあ者大会・第 52回全九州手話通訳者研修会が大分市に於いて開催され

ますことを心より歓迎申し上げます。

思い返しますと、２年前に「第 71回全国ろうあ者大会 in おおいた」が開催されたことが

昨日のように懐かしく感じます。

大分にて本大会を開催するのは、前回大会が天候不良のため中止になりましたので、16年

振りになります。

今回のメインテーマは、「ろう運動の先駆者たちから新世代への継承～再び、大分から手話

の花を咲かせよう～」としました。先駆者たちの運動の歴史を継承しつつ、時代の変化に対応

しながら誰もがも幸せを実感できる新しい時代をみんなで作っていきましょう。

また、11月に日本で初めて東京デフリンピックが開催されます。デフスポーツを通して、

ろう文化への理解を広め、共生社会を目指して応援しましょう。

本大会より、開催要綱が新しく変わります。また、全日本ろうあ連盟理事長石橋氏の記念講

演を企画していますので、ぜひ、大分へお越しください。大会が終わった後にゆっくりとグル

メや温泉等でくつろいでいただき、大分大会のよき想い出になればと願っています。

皆様にお会いできることを実行委員一同、楽しみにお待ちしております。
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第 73回全九州ろうあ者大会関係参加料 第 52回全九州手話通訳者研修会参加料

大会式典参加料 2,500 円 大会式典参加料 2,500 円

聴覚障害者問題研修会参加料 2,000 円 手話通訳者研修会参加料 2,000 円

前夜祭参加料 8,000 円

第 73回全九州ろうあ者大会・第 52回全九州手話通訳者研修会
開催要綱

１ 目 的
九州各県の聴覚障害者と聴覚障害者福祉等に関わる人々が一堂に会して、聴覚障害者の社
会参加の促進を目的として研修、交流を行い、聴覚障害者福祉の向上に寄与することを目
的とする。
また、九州各県の手話通訳関係者等が一堂に会して、聴覚障害者や手話通訳問題について
研修を深めることにより、手話通訳制度の前進に寄与することを目的とする。

２ 名 称
○第７３回全九州ろうあ者大会
①聴覚障害者問題に関わる研修分科会
②九州聴覚障害者団体連合会・理事・評議員・専門部等会議（付帯事業）
○第５２回全九州手話通訳者研修会

３ 主 催
九州聴覚障害者団体連合会

４ 共 催
全国手話通訳問題研究会九州ブロック
九州手話サークル連絡協議会

５ 主 管
社会福祉法人 大分県聴覚障害者協会
第７３回全九州ろうあ者大会及び第５２回全九州手話通訳者研修会実行委員会

６ 後 援（予定）
大分県、大分市、大分県教育委員会、大分県市長会、大分県町村会、大分県社会福祉協議
会、大分県共同募金会、大分市社会福祉協議会、大分県身体障害者福祉協会、大分市身体
障害者福祉団体協議会、大分合同新聞社、朝日新聞社、西日本新聞社、毎日新聞社、読売
新聞西部本社、ＮＨＫ大分放送局、ＯＢＳ大分放送、ＴＯＳテレビ大分、ＯＡＢ大分朝日
放送

７ 参加料
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期日 時間 内容 会場

9/5
（金）

大会運営関係会議等

１３：００～１６：３０ 九聴連理事会 大分県聴覚障害者センター

9/6
（土）

大会運営関係会議等

９：００～１１：００ 大会運営合同委員会 J：COMホルトホール大分 405

１１：００～１２：００ 研修分科会関係者打合わせ会 J：COMホルトホール大分 301

聴覚障害者問題に関わる研修分科会

１３：３０～１６：３０

第１分科会「手話」 J：COMホルトホール大分 302

第２分科会「教育」 J：COMホルトホール大分 408

第３分科会「福祉」 J：COMホルトホール大分 303

仲間のつどい J：COMホルトホール大分 201・202

第 52回全九州手話通訳者研修会

１３：３０～１６：３０ 第１講座(全通研九州ブロック) J：COMホルトホール大会議室

１３：３０～１６：３０ 第２講座(九手連) J：COMホルトホール大分 409

前夜祭

１８：３０～２０：３０ 前夜祭 レンブラントホテル大分

9/7
（日）

第 73回全九州ろうあ者大会式典及び共通研修（記念講演）

９：３０～１１：００ 全九州ろうあ者大会式典
J：COMホルトホール大分
大ホール

１１：００～１２：２０ 共通研修（記念講演）

１２：２０～１２：３０ 引継ぎ式

８ 日程及び会場（予定） ※会場は参加人数によって変更する場合があります。

※聴覚障害者問題に関わる研修分科会及び第 52回全九州手話通訳者研修会の会場について
は、変更することもあります。

第 73回全九州ろうあ者大会・第 52回全九州手話通訳者研修会
実行委員会

社会福祉法人 大分県聴覚障害者協会 事務局
〒870-0906 大分市大津町 1丁目 9番 5号
TEL 097-551-2152/FAX 097-556-0556

E-mail : info＠toyonokuni.jp
https : //www.toyonokuni.jp/
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聴覚障害者問題に関わる研修分科会
第１分科会「手話言語」

テーマ（案）「きこえない人ときこえる人が協働するために
～誰一人取り残さない共生社会に向けて～（仮称）」

◆目 的
情報アクセシビリティ・コミュニケーション施策推進法が施行されたが、手話通訳等の依頼
が各地で増加している一方で、ろう者が希望する、社会の様々な場面での手話言語による情
報アクセス・コミュニケーション支援はまだ十分とはいえない。各地の好事例について学
び、きこえない人ときこえる人が協働できる社会実現のために必要なことについて学ぶ。

◆日 時 2025年 9月 6日（土） 13：30～16：30

◆会 場 J：COMホルトホール大分 302会議室

◆内 容（案）

13：30～13：40 オリエンテーション

13：40～15：10 講演「きこえない人ときこえる人が協働するために
～誰一人取り残さない共生社会に向けて～（仮称）」

講師：嶋本恭規氏
（一般財団法人 全日本ろうあ連盟情報コミュニケーション委員会 副委員長）

15：10～15：20 ＝休憩＝

15：20～16：20 グループ討議

16：20～16：30 まとめ・終了
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聴覚障害者問題に関わる研修分科会
第２分科会「教育」

テーマ（案）「ろう教育の現状と課題について（仮称）」

◆目 的
インクルーシブ教育、ろう教育の現状について確認し、手話言語を獲得し、学び、習得する
ことがろう者の権利であること、その学習環境をより充実させていくために必要なことにつ
いて学び、意見交換を行う。

◆日 時 2025年 9月 6日（土） 13：30～16：30

◆会 場 J：COMホルトホール大分 408会議室

◆内 容（案）

13：30～13：40 オリエンテーション

13：40～15：10 講演 「ろう教育の現状と課題について（仮称）」
講師：野田尚子氏（熊本県立熊本聾学校 教諭）

15：10～15：20 ＝休憩＝

15：20～16：20 グループ討議

16：20～16：30 まとめ・終了
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聴覚障害者問題に関わる研修分科会
第３分科会「福祉」

テーマ（案）「優生思想の根絶に向けて
～旧優生保護法問題から学ぶ、私たちの役割とは～（仮称）」

◆目 的
旧優生保護法が憲法違反であることについて最高裁で判決があり、1月 17日から被害者や
配偶者（亡くなられている場合は遺族）に対して補償金を支給する法律が施行された。裁判
の経過や被害者の現状、そして補償法についてどう被害者や配偶者に伝えていくか。私たち
に求められる役割とは何か。実際の取り組みと課題について学ぶ。

◆日 時 2025年 9月 6日（土） 13：30～16：30

◆会 場 J：COMホルトホール大分 303会議室

◆内 容（案）

13：30～13：40 オリエンテーション

13：40～15：10 講演 「優生思想の根絶に向けて
～旧優生保護法から学ぶ、私たちの役割とは～（仮称）」

講師：徳田靖之氏（旧優生保護法被害大分弁護団）

15：10～15：20 ＝休憩＝

15：20～16：20 グループ討議

16：20～16：30 まとめ・終了
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聴覚障害者問題に関わる研修分科会
仲間のつどい（青年部・女性部・高齢部）

テーマ「今、デフスポーツを通して
私たちが変えていくこととは（仮称）」

◆目 的
東京 2025デフリンピック開催が間近に迫りましたが、デフリンピック、そしてデフスポー
ツやデフアスリートに対する社会の関心は、まだ大きく高まっているとはいえません。デフ
スポーツやデフアスリートの皆さんの現況や、社会の関心を高めていくために取り組んでい
ること、そして私たちにできること、必要なことについて学びます。

◆日 時 2025年 9月 6日（土） 13：30～16：30

◆会 場 J：COMホルトホール大分 201・202会議室

◆内 容

13：30～13：40 オリエンテーション

13：40～14：20 講演 「今、デフスポーツを通して私たちが変えていくことは（仮称）」
講師：久住呂 文華氏 （デフサッカー女子日本代表選手）
講師：久住呂 幸一氏 （元デフサッカー男子日本代表コーチ）

14：20～14：30 ＝休憩＝

14：30～15：30 ワークショップ

15：30～15：40 ＝休憩＝

15：40～16：25 対談、質疑応答（ワークショップを踏まえて行う）

16：25～16：30 まとめ・終了
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第５２回全九州手話通訳者研修会
（全通研九州ブロック担当講座）

第１講座

テーマ「これからの手話通訳者の在り方を考える」

◆目 的
2024年度、全通研（一般社団法人全国手話通訳問題研究会）は、創立 50周年を迎えまし
た。50年の時を経て、社会は大きく変わりましたが、聞こえない人の人権が守られ、豊か
な暮らしが実現できているとは言えない現状があります。
聞こえない人の尊厳にかかわる出来事が大きな動きを見せる中、半世紀という長い歴史の中
で全通研が持ち続けた理念があります。これまでの歴史を踏まえ、様々な時代の変化に対応
して「変えていくべきこと」「変えてはいけないこと」をみんなで確認し、共有することを
目的とします。
また、手話通訳者の高齢化や人材育成等喫緊の課題が叫ばれる中、聴覚障害者福祉と手話通
訳者の社会的地位向上を目指して、自分事としてとらえ、一人一人が何ができるのかを考え
ていくことを目的とします。

◆日 時 2025年 9月 6日（土） 13：30～16：30

◆会 場 J：COMホルトホール大分 大会議室

◆司会者 森田文子氏（全通研九州ブロック運営委員）

◆内 容 「これからの手話通訳者の在り方を考える」
13：30～13：40 オリエンテーション
13：40～15：10 テーマ「全通研が目指すもの・私たちができること」

講師：渡辺 正夫氏
（一般社団法人 全国手話通訳問題研究会）

15：10～15：20 ＝休憩＝
15：20～16：20 グループ討議

テーマ「じゃあ、どうする？私ができること・みんなでできること」
16：20～16：30 まとめ・終了
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第５２回全九州手話通訳者研修会
（九手連担当講座）

第２講座

テーマ「魅力的な手話」

◆目 的
私たちを取り巻く環境は著しく変化しています。そのような中、手話サークルの在り方や果
たす役割が問われてきています。
今、手話サークルに何が求められているか「今後の手話サークル活動や組織リーダーの在り
方」を追求することを学習の目的としています。

◆日 時 2025年 9月 6日（土） 13：30～16：30

◆会 場 J：COMホルトホール大分 409会議室

◆司 会 九州手話サークル連絡協議会副会長 江口 直美氏（長崎県選出理事）

◆内 容
13：30～13：40 開会挨拶
13：40～15：10
講演：「日本語と日本手話のバイリンガル教育をとおして見えてくるもの」
講師： 市田 泰弘 氏

明晴学園元校長
国立障害者リハビリテーションセンター学院
手話通訳学科元主任教官 （現非常勤講師）
講演内容
人口内耳の普及、手話容認の流れの中でバイリンガル教育は何を目指すのか。
「ろう者の国」「手話の国」はどこへ向かうのか。
すべては「言語」というものについてどれだけ理解できるかにかかっています。

15：10～15：20 休憩
15：20～16：20 グループワーク
16：20～16：30 まとめ・事務連絡
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大会前夜祭のご案内

ご参加の皆様との意見交換や親睦を深めるため、お誘いあわせの上ぜひご参加ください。

◆日 時 2025年 9月 6日（土） 18：30～20：30
◆会 場 レンブラントホテル大分 二豊の間
◆参加費 8,000 円 (税込)
※ご参加は事前予約制とさせていただいております。当日の申込はできませんので、あらかじ
めご了承ください。
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大会式典

◆日 時 2025年 9月 7日（日） 9：30～11：00

◆会 場 J：COMホルトホール大分 大ホール

大会記念講演

テーマ（案）「SDGs“誰一人取り残さない”
優生思想を根絶した共生社会の実現に向けて」

◆目 的
旧優生保護法の取り組みを通してどうして優生思想が生まれたのか。また現在も残されてい
る優生思想の事例について学び、二度と繰り返さず、「誰一人取り残さない」共生社会の実
現のために私たちにできること、必要なことについて学びます。

◆日 時 2025年 9月 7日（日） 11：00～12：20

◆会 場 J：COMホルトホール大分 大ホール

◆内 容
「SDGｓ“誰一人取り残さない”
優生思想を根絶した共生社会の実現に向けて～」

講師：石橋大吾氏
（一般財団法人 全日本ろうあ連盟 理事長）
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託児所の利用について

（１）受付及び案内について

・託児所は下記の２日間用意します。
① 9月 6日（土）13：00～17：00
② 9月 7日（日）10：00～12：30
・受け入れ年齢は３歳～未就学児です。
・受付が終わりましたら託児所へご案内いたします。

（２）託児利用料金

・１人 500円
・当日受付にてお支払いください。大会参加費・宿泊費等とは別になります。
・託児利用料の一部をボランティア行事保険料として使用します。

（３）注意事項

・申込される方は、希望される分科会・大会の保育申込に〇を記入され、申込書下の
「保育申込者」にお子様の氏名を記入の上、提出してください。
・特別な配慮が必要な場合は、申込書に記入してください。
・当日病気や熱のあるお子さんは、お預かりすることができませんのでご了承ください。
・おやつ、飲みものは準備いたしません。保護者各自でご用意ください。
・持ち物については名前をご記入ください。
・その他わからないことがありましたら、実行委員会までお問合せください。

（４）準備していただく物（必要に応じて準備をお願いいたします）

・託児利用料金 500円/一人
・健康保険証（当日保護者の方がお持ちください）【必須】
・着替え、防寒着、毛布（昼寝用）、タオル、ハンカチ、ティシュ、おしぼり、
着替えを入れる袋、飲みもの、おやつ、ミルク、哺乳瓶、オムツ、オムツ入れ
おしりふきシート、お子さんの好きなもの（絵本、塗り絵、リラックスできるもの）

（５）個人情報について

・申込書に記入いただいた個人情報は、託児のみに利用し、大会終了後は廃棄します。

１３



１４



１５



１６



１７



１９

○ 2,500 

 




	表紙.pdf
	20250617
	裏表紙



